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【Abstract】
Transgenic animal research is progressing in recent years. Severer cross-contamination
preventionmanagementisrequiredforbreedingtransgenicanimalsincleanenvironment,likeSPF
animals.
Moreover,contaminantsandodorsproblemshaveposedthemoreSeriousinfluencetocaretakers
orresearchers.
InorderthatwemightiJnprOVetheseproblems,WegotcooperationofEuJnamOtOUniversityand
developedtherack(STAR:SystemofTonetsAnimalRack)fortransgenicanimalresearchthathave
both the supply air-inlet and the exhaustair10utlet. Ⅰf this system isu.sed,thegood
experimentispossiblethatdoesnothaveacross-contaminationbetweencagesanddoesnothave
diffusioncontaminantsandodorstoananimalroom.
Inthispaper,weintroducealsoabouttheOkayanaUniversityspecification(STAR/OK)asthe
application.
1.はじめに
近年研究が進んできている遺伝子改変動物 (以
下､Tg動物)の飼育には､従来のSPF動物と同様､
クリーンな環境での飼育は勿論のこと､より厳しい
クロスコンタミネーション防止管理が要求される｡
また､飼育者や研究者に対する汚染物質や臭気等の
問題は､より深刻な問題となってきている｡
我々は､これらの問題を改善するため､ケージ間
のクロスコンタミネーションがなく､飼育室内への
汚染物質や臭気等の拡散のない給 ･排気型動物飼育
システム(STAR:SystemofTonetsAnimalRack)を
熊本大学の協力を得て開発したので報告する｡ ま
た､その改良として岡山大学仕様のもの(STAR/0Ⅹ)
についても紹介する｡
2.Tg動物飼育に望まれる要件
Tg動物のように貴重で高価な動物の飼育繁殖で
は､より厳しく徴生物学的にコントロールされた状
態での飼育管理が必要となる｡
したがって､Tg動物の飼育管理では部屋単位での
バリアだけではなく､ラック単位もしくはケージ単
位でのバリアが要求される｡
Tg動物飼育に望まれる要件を整理すると以下のよ
うになる｡
(1)Tg動物を導入すると､系統数､飼育匹数が指
数関数的に増加し､大量飼育を強いられる｡
したがって､飼育作業の省力化が望まれる｡
(2)Tg動物の系統を維持するためには､飼育繁殖
が必要となり､系統維持の間の感染症予防が
必要となってくる (Tg動物には易感染性の系
統も多い)｡ したがって､動物間や人間から
のクロスコンタミネーションの防止が望まれ
る｡
(3)少量 ･多品種で微生物学的グレードが高いこ
とから､検疫における微生物学的クリーニン
グの重要性が増してくる｡ したがって､ケー
ジ単位でバリアが構築できるような飼育ラッ
クが望まれる｡
(4)組み換えDNA実験に準ずる実験であることから
逃亡防止を厳重に行う必要があり､ケージを
確実にロックできるようなものが望まれる｡
(5)地球環境保全の観点から､省エネルギーであ
ることが望まれる｡ また､廃棄物処理も問題
となり､すべて高圧蒸気滅菌をしてから廃棄
する必要がある｡
3.STAR開発のコンセプ ト
我々は､2章に示した要件を満たすべく開発コン
セプトとして以下の項目を設定した｡
(1)ケージ単位でバリアを形成できる
フィルタートノブ等を使用せずに ｢シューボ
ックス型ケージ+塞 (金網)｣でも､動物⇔
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動物､人間⇔動物の汚染制御ができる棟に
し､クロスコンタミネーションを防止する｡
(2)省エネルギー
ラック機内抵抗の低減を図り､建屋空調ダク
トと直結して空調できるようにする｡ そうす
ることにより､ブースターフアンが不要とな
り省エネルギーとなる｡ また､飼育動物から
発生する熱を室内に拡散させないことにより
空調負荷の低減を図る｡
(3)飼育作業性の改善
できる限り前面の扉をなくし､飼育作業性の
向上を図る｡また､ラックコーナー部に丸み
を付けて､拭取り作業性の向上も図る｡
(4)均一な環境
ケージ個々-の給気 ･排気量が均等となるよ
うにし､ケージ間の環境因子のバラツキを少
なくする｡
(5)アレルギー対策
飼育動物から発散される臭気やアレルゲン等
の汚染物質を飼育室内に拡散することが無い
ようにする｡
4.STARおよびsTAR/OKの特徴
ケージ間のクロスコンタミネーションが無く､飼
育室内への汚染物質や臭気等の拡散の無い､Tg動物
の飼育にも適用可能な給 ･排気型動物飼育システム
(STAR)を開発 した｡ その気流制御の概念を図1
に､製品の外観を写真1に示す｡
(1)クロスコンタミネーション防止
各ラック棚の天井部にスライド可能に吊り下げ
られた飼育ケージ内に､温湿度制御されたクリ
ーンな空気が直接送り込まれることにより､飼
育ケージ内部が微陽圧に保持され､ケージ間の
クロスコンタミネーションを防止する｡
また､エアーカーテン状の気流は3[cm/S]程度
と遅い風速であるが､帯状吹出し口の幅が
8[cm]と広く､吹出し空気の温度がケージ内あ
るいは室内空気の温度より2[℃]程度低くなる
ため､密度差により棚床面まで風速が遅くなる
ことなく気流が到達し､エアーカーテン効果が
維持されるため､汚染物質や臭気の室内への拡
散を防止する｡
(2)飼育室の空気環境改善
ケージ内で発散する汚染物質や臭気は､飼育
ラック各棚段のケージ前面上部に設置された帯
状の吹出し口からエアーカーテン状に吹出され
た気流により､ケージ内あるいはラック内に押
さえ込まれる｡ その後､ケージ後面上部の開口
から押し出され､ラック背面に設置した帯状の
排気口に導かれ排出されるため､飼育室に拡散
することは無い｡
写真 1 STARの製品外観
図1 給 ･排気型の気流制御概念図
5
(3)飼育動物にとってやさしい生活環境の実現
ラック内の各動物飼育ケージには､ラック各棚
段のケージ前面上部に取り付けられた整流吹出
し口より約3[cm/S]の均等な風速で換気用空気
が送り込まれる｡ ケージ固定吊金具によりケー
ジ内換気量は､換気回数で約60[回/h]に設定
されるが､これだけの換気量があってもケージ
内の風速は3[cm/S]以下に維持されるため､飼
育動物に不快なドラフト ストレスを感じさせ
ることは無い｡
(4)ケージの位置に関わらない均等な風量の維持
帯状の整流吹出し口は､吹出し口面がスポンジ
状のフィルタとなっており､その上流側に風量
調整用のオリフィスを設置した構造であるた
め､ケージの位置に関わらず均等な風量を維持
することが可能である｡ 風量調整用のオリフィ
スは､製作段階で予め設定するので､ラック各
棚段の現場での風量調整は不要となる｡
(5)STARとsTAR/OEの相違点
自動給水ノズルの位置がSTARは前面給水に対
し､STAR/OEは後面給水である｡また､sTARは
モニターボックス付きであるが､飼育ケージ数
をなるべく増加させるためSTAR/OEはモニター
ボックスを省いた｡
5.おわりに
実験動物の飼育環境は､以前にもまして厳しい微
生物学的コントロールが要求されるようになってき
た｡さらに､Tg動物が導入されると､維持管理しな
ければならない系統が非常に増加し､従来の飼育方
式では対応 しきれなくなってくる｡ 今回開発した
｢給 ･排気型動物飼育システム (STAR)｣は､その
問題解決の一手法として貢献できるものと確信して
いる｡
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